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佐賀市排水対策基本計画【第２回改訂版】策定
～成富兵庫茂安の志～

令和８年３月に佐賀市は「佐賀市排水対策基本計画」
第２回改訂版を策定しました（図１）。
平成２４年７月の大規模な浸水を契機に平成２６年３月
に「佐賀市排水対策基本計画」を策定し、国土交通省
の施策である「100mm/h安心プラン」に九州で初めて
登録され、ハード整備を加速させるなど市民を含めた市
内のあらゆる関係者が治水対策を着実に進めると共に、
河川の上下流の方々が互いに連携することで、浸水軽
減効果が発揮されてきました。現在の流域に関わるあら
ゆる主体が協働して取り組む「流域治水」の取組を先取
りした計画となっております。また、令和元年８月の豪雨
を受け、少ない投資で高い浸水軽減効果を得られるよう
見直しを行い、令和２年６月に改訂版を策定し、令和４年
５月に「100mm/h安心プラン」に中期対策として２度目
の登録がなされました。
今回の第２回改訂版は、近年の気候変動に伴う豪雨災
害の激甚化が顕在化しつつあり、浸水被害軽減を図る
対策の更なる強化の必要性から、気候変動対策として
上乗せ対策を位置付けた内容となっております。新たに
『流域治水の推進』を方針（浸水に強いまちづくり・ひと
づくり）に追加し、既往計画の目標と併せて、新たに『ま
ちの機能保全』を目標としています（図２）。具体的には、
「気候変動により激甚化する降雨に対して、被害の軽減
を図り、県都としての都市機能への影響を最小限に抑え
る（まちの機能保全）」です。

１図２ 佐賀市排水対策基本計画の策定・改訂の経緯と第２回改訂版の目標

図１ 佐賀市排水対策基本計画【第２回改訂版】
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佐賀市では、平成２６年３月の排水対策基本計画策定以降、ポンプ場の整備や田んぼダムといった流域治水
の取組を進めています。一方で、令和元年と令和３年に大雨特別警報が発令され、１０年に一度を超えるような
過去に経験のない時間雨量１１０mmの雨などが２回発生しております。
今回の第２回改訂版は、このような雨に対応するために従来の対策を継続して推進するとともに、気候変動対
応として、新たに上乗せ対策を追加し、「溜める対策」の加速化・深化を進めることとしております。佐賀駅周辺
や中央大通りの都市機能が麻痺する事態が発生していることを踏まえ、まずは、佐賀駅周辺拠点都市機能誘
導区域を重点的に、浸水深や浸水面積、浸水継続時間を軽減する対策を推進していきます。具体的には、当該
地区で公共用地等を活用し、１４，０００ｍ３（令和元年８月豪雨を対象として長期対策後の都市機能誘導区域
における床上浸水基準４５ｃｍ以上の浸水ボリューム約２７，０００ｍ３の５割を貯留することを想定）貯留するも
のとしております。
上乗せ対策の１つである「溜める対策」では、公園や運動施設、小中学校等の公共施設において、雨水を貯
留し、河川や水路へ流出する量を抑制します（図３）。貯留方法は、周辺の浸水状況や地表面の利用状況を勘
案して、表面貯留や地下貯留による整備を推進していきます。その他、調整池の機能向上として、既存調整池を
掘下げて容量を拡大すること、公共施設だけでなく事業所・住宅などに雨水貯留タンクを設置することで敷地
内から河川や水路へ流出する雨水の量を抑制すること、建物を嵩上げすることで、浸水被害を回避・軽減する
こと、建物の浸水対策として止水壁や止水板を設置し、周辺からの浸水や車の走行波から守る対策をすること
を実施していきます。もちろん、現在進めている対策もさらに強化していきます。道路側溝や水路の堆積土砂や
水草の撤去をすることで、流下能力や貯留能力を向上させて浸水リスクを低減させること、農業関係者と連携
した農業用排水路等の事前排水による貯留容量の確保、田んぼダムを実施していきます。特に、佐賀城のお濠
の調整池としての活用は全国初であり、起伏堰等の操作により水位調整を行っています。令和５年度からは、大
雨に備えるため、事前にお濠の水を自然排水し、６月から９月末の期間お濠を低水位で管理することで、さらに
調整容量を増やす取組を進め、約６万ｍ３（２５ｍプール１９０杯以上）の調整容量を確保することができました。
さらなる強化として、ポンプを設置し、強制排水していくことを検討しています。
また、気候変動により激甚化する降雨に対して、よりいっそうの被害の軽減を図り、市民一人ひとりが水災害リ
スクを「自分事（じぶんごと）」として捉え、主体的な避難行動や防災行動をとって頂くことも重要であるため、
情報発信も強化していきます。
今から、約４００年前の近世初期に佐賀平野の洪水対策や水資源確保に尽力した成富兵庫茂安が構築し、そ
の後も存続させて来た佐賀平野の治水・利水システムを活用した「溜める対策」の加速化・深化を図るととも
に、まちづくりと一体となった対策の推進や、地域・個人の自主的な防災対策の支援を強化することで、あらゆ
る主体が一体となった継続的な取組を進めていきます。

図３ 具体的な「溜める」対策と浸水低減効果
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矢部川シンポジウム２０２５
～柳川の水管理システムのこれから～

令和８年３月7日（土）に矢部川をつなぐ会、水の会、NPO有明会の主催で、柳川市城内コミュニティー防災
センター（城内公民館）において、矢部川シンポジウム2025「柳川の水管理システムのこれから～水を”もた
せ”る知恵が未来をひらく～」が開催されました（図１）。

３

図１ 矢部川シンポジウム 2025 開催案内パンフレット

午前は「水のゆくえ～矢部川下流部～」と題して現
地見学会が開催されました。見学場所は、「二ツ川
堰」、「磯鳥堰」、「白鳥地区幹線水路」、「二丁井堰」
の４施設を見学しました。
二ツ川堰（写真１）は、矢部川水系沖端川上流から
２番目に位置しており、柳川藩時代に農業用の堰とし
て設置されました。この石積堰の大きさは、長さ44m、
幅14mの大きさで、沖端川の水を石組水門（写真
２）から二ツ川に引水し、柳川市内の1,400haの農
地の灌漑と生活用水に利用されているとのことです。
水門は、昼夜問わず、きめ細かな操作を実施している
とのことで、沖端川の水を利用する地域の方の譲り
合う精神が感じられます。また、柳川の観光の目玉で 写真１ 二ツ川堰
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写真２ 二ツ川堰左岸側にある石組水門

ある川下りの水もここから引いているとのことでし
た。また、柳川市内にある民間会社が遠隔操作が
できるよう施設を改良中とのことでした。このように、
柳川藩時代に設置された石積と現在の最新技術
が融合した二ツ川堰、はこれからも柳川にとって重
要な施設であることがわかります。
磯鳥堰（写真３）も同じく柳川藩時代に築造され
たと伝わっており、太田川への取水と柳川・三橋・大
川地域のクリーク灌漑が目的とのことでした。平成
24年九州北部豪雨で、沖端川流域で堤防決壊が
発生し、柳川市全域が甚大な浸水被害が発生した
のを契機に、固定堰から転倒堰に改築されました。
併せて魚道も設置され、生物にも配慮された構造と
なっております。
白鳥地区幹線水路は、幹線水路の“横掘”であり、
「もたせ」の絞り込みを確認することができます。水
門４箇所を4人で管理しており、1ヶ月に少なくとも１
回は操作しているとのことです。なお、環境省レッド
リストである準絶滅危惧種であるアサザが自生して
いるのが確認できました。
二丁井堰は、柳川市街地や城濠を巡った水を干
潮時に沖端川に排水するために設置されており、水
門には逆流を防ぐためにゲートが設置されておりま
す。平成27年度から大雨が降る前に水路の水を排
水する先行排水を、令和7年度から遠隔操作を実
施しているとのことでした。

写真３ 磯鳥堰（全景）

午後からは、田んぼダムを長年研究に、現在、柳川の水管理システムや先行排水について調査されている吉
川新潟大学農学部教授の「柳川の水管理システムのこれから」と題した基調講演及び柳川市にある地元企業
であるの乗富鉄工所の乘冨賢蔵社長、柳川市産業経済部の梅﨑秋敬水路課長から話題提供がありました。
パネルディスカッションでは、熊本県立大学島谷幸宏特別教授をコーディネーターに、上記３名と水の会平野幸
二氏で、柳川の水管理システムである「もたせ」を中心にディスカッションがなされました。
水を集中させることは良い治水とは言いがたく、江戸時代は水を溜めることをやっていたとのことで、水を速く
流す技術と水をゆっくり流す技術のバランスが重要であるとのことでした。「もたせ」の幅をどうやって決めたの
かなど色々と解明すべきことはまだまだありそうです。柳川で実施されている水管理システムは、この「もたせ」
の考えを実施しており、水管理の分野では世界をリードしているとのことでした。
今回のパネルディスカッションは、産・学・官・民・自然の各分野から参加しており、５者連携モデルとして、非常
に内容の充実したディスカッションでした。なお、「自然」の分野は、自然を大切にすることが持続可能な社会を
継続していくために必要な視点という側面を持っているとのことです。
これからは、『共創の時代』であり、それぞれの人がなんらかの形で参加することが重要であるとのことでした。
まさしく新しい時代にふさわしいパネルディスカッションであったと思います。
なお、本シンポジウムの動画は公開（https://youtu.be/MQqUcSHENnw?list=TLGGnT8y7DmcdLcxODAzMjAyNg） されていま
すのでご興味のある方は是非ご覧下さい。

https://youtu.be/MQqUcSHENnw?list=TLGGnT8y7DmcdLcxODAzMjAyNg
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流域治水（防災意識）に関するアンケート結果
～５つのイベントで実施～

筑後川河川事務所では、昨年（令和６年）10月6日、国営海の中道海浜公園（福岡市）で開催された「土木の
日ファミリーフェスタ2024」で筑後川河川事務所ブース来訪者を対象に実施した流域治水（防災意識）に関す
るアンケートを実施しました。今年度は、「③土木の日ファミリーフェスタ2025」（写真6）に加え、引き続き、「①防
災フェスタ」（写真4）、「②うきは大石かわまちフェスタ」（写真5）、「④ハロウィンパーティー」（写真6）、「⑤しま
んマルシェ」（写真7）で実施しました。

５

写真4 ①防災フェスタ（2025.8.24） 写真5 ②うきは大石かわまちフェスタ（202５.９.2８）

写真6 ③土木の日ファミリーフェスタ（202５.10.5） 写真7 ④ハロウィンパーティー（202５.10.２5）

写真8 ⑤しまんマルシェ（202５.1１.３０）
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アンケート内容は、昨年度と同様、令和4年9月に内閣府が実施した防災に関する世論調査の調査項目のうち６
項目について実施しました（表2）。
アンケート結果からは、下中流域より上流域の方が防災意識が高い傾向がありました（表2のQ1～Q6、①と②、
④、⑤の比較）。また、防災系を主としたイベントで実施したアンケート結果では、他のイベントよりも防災に関する
意識が高い傾向がありました（表2のQ1～Q6、①、③と②、④、⑤の比較）。また、概ね全国調査結果より防災意
識が高い結果となりました。
今回、筑後川・矢部川流域を含めた大きなイベントにおいて、「流域治水（防災意識）」に関するアンケートを実
施しましたので、一旦終了となります。今後は、例えば、5年後に同じアンケートを実施する、もしくは、内閣府のアン
ケート結果が新たに発表された段階で再度実施することを検討したいと思います。

６

表1 アンケート調査方法

表2 アンケート結果

各イベントの内容、場所、対象者、調査方法は表１のとおりです。
調査方法については、聞き取り＋シール貼りを３イベント、アンケート調査を２イベントで実施しました。アンケート
調査を依頼する際に、来訪者とコミュニケーションを取ることで、「流域治水（防災意識）」について、一般の方が
どの程度認識しているのかを把握することができました。
回答数は、５イベントを合わせて約250名の方に回答を頂きました。
今回は、昨年度実施した土木の日ファミリーフェスタに加えて、流域の上・中・下流域において実施されたイベント
に合わせて調査を実施しました。

質問内容

内閣府
①防災フェスタ
（2025.08.24）

②うきは大石かわまちフェスタ
（2025.09.28）

③土木の日ファミリーフェスタ
（2025.10.05）

④ハロウィンパーティー
（2025.10.25）

⑤シマンマルシェ
（2025.11.30）

2022 実施率（「はい」と回答した割合）

Q1、自然災害への対処などを家族
や身近な人と話し合ったことがある 61% 90% 74% 85% 66% 79%

Q2、台風情報や大雨情報を意識
的に収集するようにしている 77% 100% 96% 94% 74% 89%

Q3、食料・飲料水、日用品、医薬
品などを準備している 41% 70% 65% 84% 64% 47%

Q4、近くの学校や公民館などの避
難場所・避難経路を決めている 35% 90% 61% 79% 58% 58%

Q5、浸水しやすい地域など、危険
な場所を確認している 30% 91% 83% 92% 66% 63%

Q6、特に対策は取っていない 10% 30% 13% 17% 40% 47%

イベント名
（実施年月日）

①防災フェスタ
（2025.08.24）

②うきは大石かわまちフェスタ
（2025.09.28）

③土木の日ファミリーフェスタ
（2025.10.05）

④ハロウィンパーティー
（2025.10.25）

⑤シマンマルシェ
（2025.11.30）

イベント内容
（防災の有無）

浸水ドア
（有り）

川遊び
（無し）

災害対策車
（有り）

マルシェ
（無し）

マルシェ
（無し）

調査場所

三隈川
（大分県日田市）

大石地区
（福岡県うきは市）

海の中道海浜公園
（福岡県福岡市）

船小屋放水路
（福岡県筑後市・みやま市）

大野島ふれあいの家
（福岡県大川市）

筑後川 上流 筑後川 中流 福岡県 矢部川 中流 筑後川 下流

調査対象者
日田市周辺の大人と子ども
防災フェスタとリバーフェスタ

来訪者

うきは市内の大人と小学生とフェスタ
来訪者

親（小学校３年生以下の子どもを持
つ来訪者）

マルシェ来訪者
大川市周辺の大人と小中学生

シマンマルシェ来訪者

調査方法 聞き取り＋シール貼り 聞き取り＋シール貼り 聞き取り＋シール貼り アンケート形式 アンケート形式

サンプル数 10 23 83 116 19



お問い合わせ先

＜流域治水企画室＞
筑後川河川事務所
住所：福岡県久留米市高野1丁目2番1号
Tel:0942-33-9131
E-mail:qsr-chikugo-hp@mlit.go.jp

大川出張所
住所：大川市大字向島2631-2
Tel：0944-86-2516

久留米出張所
住所：久留米市高野1丁目2-27
Tel：0942-32-7082

片ノ瀬出張所
住所：久留米市田主丸町菅原2461-5
Tel：0943-72-3204

吉井出張所
住所：うきは市吉井町橘田316-3
Tel：0943-75-2300

日田出張所
住所：大分県日田市中ノ島町608-14
Tel：0973-23-5291

矢部川出張所
住所：みやま市瀬高町上庄字松土居470
Tel：0944-63-2520

筑後川防災施設
「くるめウス」
住所：久留米市新合川1丁目１－３
Tel：0942-45-5042

筑後川河川事務所のPR動画公開中
「あなたも久留米にくるっぱ」

＜水のたまり場＞（筑後川河川事務所管内 各出張所）
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「流域治水」をより良い形で進めていくためには、情報共有が重要です。
ふと目にした記事が、課題解決の大きな手がかりになるかもしれません。
ニュースレターでは、小さなことも積極的に取り上げていきたいと考えています。
これからも流域の皆様に取材に伺いますので、ご協力よろしくお願いいたします。
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